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事業概要【水上村陸上競技場整備事業】

申請者 熊本県水上村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

1,698,500千円
（7,39,900千円）

経費の類型
ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果

•当施設の整備により、今まで以上の質の高いスポーツ合宿の実現による交流人口・関係人口の獲得と拡大を目
指す。
•通年で人を呼び込み、村内事業者の安定した収入・雇用創出を目指し、「住まいと雇用」をセットに、トータル的
な移住定住施策の実現へつなげ、本村の一番の課題である人口減少の食い止める。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
スポーツ合宿者が滞在する、湯山温泉郷（旅館・民宿が軒を連ねるエリ
ア）周辺に400mトラック（陸上競技場）を整備し、トラック内にはサッカー
コートを設けることで、陸上競技者だけでなく、サッカーやラグビーを始めとした
多種多様な競技の合宿誘致をかなえることができる。
【拠点整備事業経費】
陸上競技場を整備
・整備工事実施設計（委託料）50,000千円
・建築工事実施設計（委託料）9,300千円
・造成工事監理（委託料）600千円
・設備整備（造成工事）680,000千円

地域の多様な
主体の参画

スポーツ界に精通した民間事業者を指定管理者による運営と、スポー
ツ教室等を自主開催してもらい利用者の増加等につなげるとともに、利
用者目線での意見を吸い上げ、事業内容への反映に取り組む。
著名なチームや多様なスポーツアスリートと村内の義務教育学校の児
童生徒との交流を創出し、キャリア教育へつなげる。
住民向け健康増進事業や地区のスポーツイベントで当施設を利用。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①雇用創出者数（＋4人）
②村内年間宿泊者数（＋2,000人）
③当施設利用者数（＋1,500人）
④記録会・新規イベント開催件数（＋4件）
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事業概要【水上村スポーツサイエンスセンター（仮称）整備事業】

申請者 熊本県水上村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

668,800千円
（668,800千円）

経費の類型
ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野 観光分野

目的・効果

・廃校を宿泊施設へ改修し、単なる宿泊施設ではなく、スポーツサイエンス事業、食育事業、健康睡眠事業を展
開し、「健康増進」という高付加価値を兼ね備えた施設へ整備することで、合宿、観光滞在者、住民の健康寿命
延伸へつなげる。
・今まで以上の質の高いスポーツ合宿の実現による交流人口・関係人口の獲得と拡大を目指す。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
廃校を宿泊施設へ改修し、スポーツ合宿等の受け入れ態勢を拡大させる。
単なる宿泊施設ではなく、①スポーツサイエンス事業②食育事業③健康睡
眠事業（官民連携による「健康睡眠」を通した健康的な生活をサポート）
の３つの事業を展開し、合宿や観光滞在者に対し、「健康増進」という高付
加価値を兼ね備えた施設整備を行う。
【ソフト事業経費】
当施設の完成に伴い、ＰＲ用パンフレットを製作
・ＰＲパンフレット制作費 500千円
【拠点整備事業経費】
廃校をスポーツサインスセンター(仮称)へ改修
・改築工事監理委託料 7,300千円
・施設整備 550,000千円
・備品整備 111,000千円

地域の多様な
主体の参画

スポーツ界に精通した民間事業者を指定管理者による運営と、村と協
働の体験会を創出し、利用者の増加等につなげるとともに、利用者目線
での意見を吸い上げ、事業内容への反映に取り組む。
著名なチームや関連企業と義務教育学校の児童生徒との交流を創
出し、キャリア教育へつなげる。
行政区ごとの健康増進事業等で当施設を利用。

KPI
※カッコ内の数値
は最終事業年度
までの「KPI増加
分の累計」の目標

値

①観光・合宿による経済効果（＋24,000千円）
②村内年間宿泊者数（＋2,000人）
③スポーツサイエンス事業利用者数（＋1,000人）
④陸上以外のスポーツ合宿チームのべ数（＋62
件）
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事業概要【旧岩野小学校を活用した官民連携水耕栽培施設整備事業】

申請者 熊本県水上村 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

50,000千円
（11,200千円）

経費の類型
ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野 農業水産分野

目的・効果
•本村でもアクセスに優れた廃校を農業施設として転用・活用し、最先端農業施設（水耕栽培施設）を導入す
ることで、新たな雇用創出や、教育の場としての活用、観光農園による観光客の増加、若者への農業関心を高
め、将来の担い手の育成・確保を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
旧岩野小学校を農業施設として転用・活用し、本村と包括連携協定を締
結した、植物工場の企画や栽培システムの研究等を手掛ける株式会社ハ
ンモが、進出を機に設立される子会社により、ハーブ類、レタス、夏イチゴ等
の生産を目指した最先端農業施設（水耕栽培施設）を導入する。
【拠点整備事業経費】
廃校（旧岩野小）を官民連携により水耕栽培施設へ整備
・施設整備 2,500千円
・設備整備 19,901千円

地域の多様な
主体の参画

進出企業への村企(起)業誘致促進補助金を通した、官民連携によ
る地方創生の加速化。生産物の販路に関する協議、既存観光メニュー
と組み合わせた観光造成等において協働で推進。
村内義務教育学校の該当学年に体験授業を創出。
村内雇用を推進するうえで、行政区独自のネットワークを活用し、雇用
できそうな方の情報提供。

KPI
※カッコ内の数値
は最終事業年度
までの「KPI増加
分の累計」の目標

値

①生産物の売上 （＋2.4億円）
②体験授業の年間実施数（＋2回）
③観光農園の年間来園数（＋4,854人）


